
【はじめに】日常業務の試薬使用効率は、検査室運営上重要

である。当院は2007年6月に、ﾄﾞﾗｲとｳｴｯﾄのﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ式生化

学自動分析装置ﾋﾞﾄﾛｽ 5,1FS(ｵｰｿ・ｸﾘﾆｶﾙ・ﾀﾞｲｱｸﾞﾉｽﾃｨｯｸｽ株

式会社)を導入した。5,1FS を導入後、丸４年経過したため、そ

の導入効果について分析検証した。また、ﾃﾞｰﾀの安定性実

現を内部精度管理ﾃﾞー ﾀを用いて検証したので報告する。 

【検討方法】ﾋﾞﾄﾛｽ 5,1FS での、ｷｬﾘﾌﾞﾚｰｼｮﾝ、ｺﾝﾄﾛｰﾙ、検体

測定に用いた試薬の 1 年間の実測定検数を、装置の機能の

ﾕｰｾｰｼﾞｶｳﾝﾀｰより抽出した。対照のｳｪｯﾄ汎用装置として、

TBA-120FR(東芝ﾒﾃﾞｨｶﾙｼｽﾃﾑｽﾞ株式会社)を用いた。5,1FS、

TBA-120FRは装置又は試薬メーカー指定のｷｬﾘﾌﾞﾚｰﾀｰを用

いた。１．ﾋﾞﾄﾛｽ 5,1FS：①ﾄﾞﾗｲ項目( Na、K、Cl、CRP）；1 回/3

ヶ月、②その他ﾄﾞﾗｲ項目；1 回/6 ヶ月、③ｳｪｯﾄ項目；ﾛｯﾄ変更

時。上記の頻度及びﾃﾞｰﾀ変動がみられた際にｷｬﾘﾌﾞﾚｰｼｮﾝ

を実施する。２．TBA-120FR：①酵素項目、CRP；1 回/月、②

その他項目：2 回/週。上記の頻度及びﾃﾞー ﾀ変動がみられた

際にｷｬﾘﾌﾞﾚｰｼｮﾝを行う。ﾋﾞﾄﾛｽ 5,1FS での内部精度管理は、

毎朝1回、1濃度の自家作製ﾌﾟー ﾙ血清を用いて測定した。 

【結果】装置全体の試薬使用率では、ﾋﾞﾄﾛｽ 5,1FS のｷｬﾘﾌﾞﾚｰ

ｼｮﾝ 0.4%、患者検体測定 94.3%、TBA-120FR のｷｬﾘﾌﾞﾚｰｼｮﾝ

3.2%、患者検体測定 88.8%であった。項目毎のｷｬﾘﾌﾞﾚｰｼｮﾝを

比較すると、①電解質：ﾋﾞﾄﾛｽ 5,1FS はいずれも 0.5%以下、

TBA-120FRでは 11.1%と約20倍であった。②酵素項目：ﾋﾞﾄﾛ

ｽ5,1FS、TBA-120FRとも0.6%以下であった。③その他生化学

項目：ﾋﾞﾄﾛｽ5,1FSは0.3%以下、TBA-120FRは1.4%～2.4%で、

ﾋﾞﾄﾛｽ 5,1FS の同項目に比べて高頻度であった。④ﾋﾞﾄﾛｽ

5,1FSのｳｪｯﾄ項目は平均で7.9%でﾄﾞﾗｲ試薬(1%以下)に比べ頻

度が高かった。⑤ﾃﾞｰﾀ変動はｷｬﾘﾌﾞﾚｰｼｮﾝ前後のﾃﾞｰﾀ変動

は尐なく、％CVも小さく、Naは 0.57%、Caは 0.85%と、安定し

たﾃﾞー ﾀが得られた。 

【結論】ドライ試薬のｷｬﾘﾌﾞﾚｰｼｮﾝ頻度は、試薬の特性から尐

なくて済む。毎日の精度管理試料でﾓﾆﾀｰする事により、信頼

性のあるﾃﾞｰﾀを臨床へ提供することも可能であることが確認

できた。当検査では、今後も使用する試薬のコストパフォーマ

ンスの留意に努めたい。 
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